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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　胚およびデンプンを含むコムギ穀粒において、当該胚がＳＢＥＩＩａ－Ａ遺伝子の２つ
の同一対立遺伝子、ＳＢＥＩＩａ－Ｂ遺伝子の２つの同一対立遺伝子およびＳＢＥＩＩａ
－Ｄ遺伝子の２つの同一対立遺伝子を含み、当該ＳＢＥＩＩａ遺伝子の各々が、ある量の
タンパク質（ｗ／ｗ）または対応する野生型遺伝子よりも低いデンプン分岐酵素ＩＩａ（
ＳＢＥＩＩａ）活性を有するタンパク質を生み出し、当該穀粒中のＳＢＥＩＩａタンパク
質の量または活性が野生型コムギ穀粒中のＳＢＥＩＩａタンパク質の量または活性の２％
未満であり、当該遺伝子の少なくとも１つが点変異を含み、前記デンプンがアミロースを
含み、穀粒の抽出可能デンプンの比率として穀粒が少なくとも５０％（ｗ／ｗ）のアミロ
ース含有量を含むことを特徴とするコムギ穀粒。
【請求項２】
　請求項１に記載の穀粒において、ウエスタンブロット分析で測定したＳＢＥＩＩａタン
パク質を１個のみ有し、当該タンパク質がＳＢＥＩＩａ－Ａ，ＳＢＥＩＩａ－ＢおよびＳ
ＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子の１つによりコードされ、前記対応する野生型遺伝子がコードする
ＳＢＥＩＩａタンパク質と比較して低減した発生中の内胚乳中で生産されたデンプン分岐
酵素活性を有することを特徴とする穀粒。
【請求項３】
　請求項１に記載の穀粒において、前記ＳＢＥＩＩａ－Ａ遺伝子の２つの同一対立遺伝子
がヌル対立遺伝子であり、前記ＳＢＥＩＩａ－Ｂ遺伝子の２つの同一対立遺伝子がヌル対
立遺伝子であり、および前記ＳＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子の２つの同一対立遺伝子がヌル対立
遺伝子であり、前記穀粒がウエスタンブロット分析で検出可能なＳＢＥＩＩａタンパク質
を欠くことを特徴とする穀粒。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の穀粒が、前記ＳＢＥＩＩａ－ＢおよびＳＢＥＩＩ
ａ－Ｄ遺伝子の少なくとも一部をそれぞれ欠失したＢおよびＤゲノム中の欠失変異である
ヌル対立遺伝子を有し、前記ＳＢＥＩＩａ－Ａ遺伝子が点変異を含む；または前記ＳＢＥ
ＩＩａ－ＡおよびＳＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子の少なくとも一部をそれぞれ欠失したＡおよび
Ｄゲノム中の欠失変異であるヌル対立遺伝子を有し、前記ＳＢＥＩＩａ－Ｂ遺伝子が点変
異を含む；または前記ＳＢＥＩＩａ－ＡおよびＳＢＥＩＩａ－Ｂ遺伝子の少なくとも一部
をそれぞれ欠失したＡおよびＢゲノム中の欠失変異であるヌル対立遺伝子を有し、前記Ｓ
ＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子が点変異を含むことを特徴とする穀粒。
【請求項５】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の穀粒において、前記胚が、発生中の内胚乳中で生
産された場合に１つのＳＢＥＩＩｂ遺伝子のヌル対立遺伝子およびデンプン分岐酵素活性
を有するＳＢＥＩＩｂタンパク質を２個のみ、または、ウエスタンブロット分析で検出で
きるＳＢＥＩＩｂタンパク質を２個のみ、更に含むことを特徴とする穀粒。
【請求項６】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載の穀粒において、前記胚が、発生中の内胚乳中で生
産された場合に２つのＳＢＥＩＩｂ遺伝子のヌル対立遺伝子およびデンプン分岐酵素活性
を有するＳＢＥＩＩｂタンパク質を１個のみ、または、ウエスタンブロット分析で検出で
きるＳＢＥＩＩｂタンパク質を１個のみ、更に含むことを特徴とする穀粒。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の穀粒において、ＳＢＥＩＩａ－Ｂ遺伝子の少なく
とも一部およびＳＢＥＩＩｂ－Ｂ遺伝子の少なくとも一部を欠く、好ましくはＳＢＥＩＩ
ａ－Ｂ遺伝子および／またはＳＢＥＩＩｂ－Ｂ遺伝子の全体を欠く、Ｂゲノム中に欠失変
異であるヌル変異を含む；または、ＳＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子の少なくとも一部およびＳＢ
ＥＩＩｂ－Ｄ遺伝子の少なくとも一部を欠く、好ましくはＳＢＥＩＩａ－Ｄ遺伝子および
／またはＳＢＥＩＩｂ－Ｄ遺伝子の全体を欠く、Ｄゲノム中に欠失変異であるヌル変異を
含む；または、ＳＢＥＩＩａ－Ａ遺伝子の少なくとも一部およびＳＢＥＩＩｂ－Ａ遺伝子
の少なくとも一部を欠く、好ましくはＳＢＥＩＩａ－Ａ遺伝子および／またはＳＢＥＩＩ
ｂ－Ａ遺伝子の全体を欠く、Ｂゲノム中に欠失変異であるヌル変異を含む；ことを特徴と
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する穀粒。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の穀粒において、当該穀粒の発芽率が野生型穀粒の
発芽率の約７０％から約９０％、または約９０％から約１００％であることを特徴とする
穀粒。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の穀粒が、当該穀粒の抽出可能なデンプンの比率と
してアミロース含有量が少なくとも６０％（ｗ／ｗ）または少なくとも６７％（ｗ／ｗ）
であることを特徴とする穀粒。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか１項に記載の穀粒が、非遺伝子組み換え穀粒である、またはＳ
ＢＥＩＩａ遺伝子の発現を低下させるＲＮＡをコードするいかなる外来性核酸も有さない
ことを特徴とする穀粒。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか１項に記載の穀粒において、当該穀粒のデンプンが、
　（ｉ）少なくとも２％の難消化性デンプンを含む；
　（ｉｉ）低い相対血糖指数（ＧＩ）を含む；
　（ｉｉｉ）低い相対アミロペクチンレベルを含む；
　（ｉｖ）デンプン顆粒の歪み；
　（ｖ）顆粒複屈折の低下；
　（ｖｉ）膨潤体積の低下；
　（ｖｉｉ）鎖長分布および／または分岐発生頻度の変化；
　（ｖｉｉｉ）糊化温度およびより高いピーク温度の終了遅延；
　（ｉｘ）粘度低下（ピーク粘度、糊化開始温度など）；
　（ｘ）アミロペクチンの分子量増大；および
　（ｘｉ）野生型コムギデンプン顆粒またはデンプンに対する、％結晶化度、％Ａ型また
はＢ型デンプンの変化
からなる群から選択される、１つまたは２つ以上によって特徴付けられることを特徴とす
る穀粒。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の穀粒を産生するコムギ植物が繁殖可能な雌雄で
あることを特徴とするコムギ植物。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の穀粒から生産することを特徴とする全麦または
小麦粉。
【請求項１４】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の穀粒、または請求項１３に記載の全麦または小
麦粉を含むことを特徴とする食品原材料。
【請求項１５】
　食品または飲料製品が、乾燥重量で少なくとも１０％レベルの食品または飲料原材料を
含み、当該原材料が請求項１乃至１１の何れか１項に記載のコムギ穀粒、または請求項１
３に記載の全麦または小麦粉であることを特徴とする食品または飲料製品。
【請求項１６】
　食料または飲料を生産する工程において、（ｉ）請求項１乃至１１の何れか１項に記載
の穀粒を得るステップと；（ｉｉ）当該穀粒を加工して食料または飲料原材料を生産する
ステップと；（ｉｉｉ）ステップｉｉからの食品または飲料原材料を別の食料または飲料
原材料に加えて当該食料または飲料を生産するステップと；を具えることを特徴とする工
程。
【請求項１７】
　穀粒を生産する工程において、（ｉ）請求項１２に記載のコムギ植物を得るステップと
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；（ｉｉ）当該植物からコムギ穀粒を収穫するステップ、および（ｉｉｉ）選択的に当該
穀粒を加工するステップと；を具えることを特徴とする工程。
【請求項１８】
　デンプンを生産する工程において、（ｉ）請求項１乃至１１の何れか１項に記載のコム
ギ穀粒を得るステップと；および（ｉｉ）当該穀粒よりデンプンを抽出してデンプンを生
産するステップと；を具えることを特徴とする工程。
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